平成１８年５月１日
文京区教育委員会

教育改革担当部長　青山　忠司様

新大塚公園を守る会

　文京区大塚2-1-12

代表　岡野　薫

　拝復

　平成１８年４月２８日付の文書、確かにいただきました。

　教育長の宮下様が私どもと会見をし、教育委員の方々に会見の趣旨を伝えて下さるということ、折角のお言葉ですが、それは残念ながら私どものお願いしたことと主旨が違います。教育委員五人がお揃いの所での面談をお願いしましたので、是非ともその実現をお取り計らいくださいますよう改めてお願い申し上げます。

　日程と致しましては、次回教育委員会開催前をお願いしておりましたので、5月9日(火)のできれば会議前ではいかがでしょうか。教育委員の皆さまもシビックセンターにいらっしゃることでもあり、ご都合がつけやすいのではと存じます。日程が迫っていて恐縮ですが、8日(月)までにご回答をいただければ幸いです。なお、この日がご無理であれば、ご指定のありました16日(火)6時半、或いはそれ以外の日程でも私どもは結構です。その場合はご返事を12日までにいただきたく、よろしくお願い申し上げます。

人間が良い環境を享受し、人間らしい生活を営むことを保障する環境権は、日本国憲法が保障する幸福追求権や生存権が基礎づける新しい人権として認知されており、国際的にも注目され、環境権を規定している国々が増加しております。

また、環境基本法に基づき、第３次環境基本計画が４月７日に閣議決定されており、基本計画の中には、「環境教育・学習や地域コミュニティ再生を通じた、環境保全の人づくり・地域づくり」が、重点分野ごとの政策として明示されており、地方公共団体も重要な役割を担うことが明記されています。 

このように、世界的にも、国内的においても、現在極めて重要な価値として注目されている環境が破壊され、環境権という基本的人権を侵害されようとしている私たち対して、教育委員自らが会見をしないということに、私たちとしては到底納得できません。

また、誠実な教育委員の皆様にとっても、教育委員会自らが求めておられます「区民との協働」、「活力ある地域社会づくり」「地域社会と学校との信頼にもとづく教育環境」の実現にはならず、当然、不満足であろうと思われます。

どうか、私どもの主旨をご理解くださり、子どもたちのよりよき将来のため、直接話し合う機会を賜りますようお願い申し上げます。

　
敬具

